様式第1号　 (用紙  日本工業規格Ａ4縦型)
交付申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

公益財団法人静岡県産業振興財団
理事長　　　櫻井　　透　　様


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(名　称,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(代表者,　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(連絡担当者職氏名,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
　　　　　　　　　　　　FAX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail

　　年度において地域活性化事業を実施したいので、地域活性化助成金交付要綱第４の規定に基づき、助成金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

なお、交付決定の上は、概算払いされるよう併せて申請します。

１　申請する助成事業の名称　　　中小企業研究開発助成事業
2　助成事業に要する経費　　　　７，５００，０００円
3　助成交付申請額　　　　５，０００，０００円

4　事業開始予定年月日　　　　平成２４年　　６月　　　１日

5　事業完了予定年月日　　　　平成２５年　　２月　　２８日

6　概算払の承認申請

　（１）金額　　　１，０００，０００　　円


　（２）理由　　　研究初期段階である６～９月にかけて、原材料・機械装置等購入経費、委託費等
　　　　　　　　　 の支払があり、支出が多いため。
（注）申請する事業、項目に応じて修正すること。


参考　<研究概要票は1枚にまとめて作成してください>

研　究　概　要　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　技術開発　　商品開発　）
	企業者等の名称
	
	資本金
	（千円）

	代表者名
	
	従業員
	人

	設立年月日
	和暦(大正・昭和・平成)年月日
	連絡責任者名
	

	所在地
	〒


	電話番号

ＦＡＸ
	

	業　種
	


1枚にまとめて記入

	研究題名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関する研究開発

	（様式２に記入する事項を１ページに記載。研究開発目的、方法、得られる成果について解り易く記入）

【研究開発目的】

○

○

○

【方　　法】

○

○

○

【得られる成果】

○

○

○




様式第２号　 (用紙  日本工業規格Ａ4縦型)

（ただし、産学官連携研究開発助成事業、中小企業研究開発助成事業、農林水産業研究助成事業、創業者研究開発助成事業、静岡新産業集積クラスター研究開発助成事業・販路開拓助成事業及び異業種連携促進助成事業に係るもの）

事業実施計画書

１　事業名　　　　中小企業研究開発助成事業

２　研究テーマ　「研究概要表」の「研究題名」を記載
３　申請者の概要

	創  業
	
	業　　種
	

	資本金
	
	主要製品

（加工内容）
	

	従業員
	
	
	

	経営的

技術的

特  徴
	

	
	平成　　　　年　　月
	平成　　　　年　　月
	平成　　　　　　年　　月

	売上高
	　　　　　　　　　千円
	　　　　　　　　　千円
	　　　　　　　　　　　　千円

	経常利益
	　　　　　　　　　千円
	　　　　　　　　　千円
	　　　　　　　　　　　　千円


　　

４　　研究開発の内容

(1) 研究開発の目的　<目的(最終的に貴社が達することを目指している事項を記載)>
	当該研究開発の目的について、以下の項目を参考として簡潔に記入すること。
・　開発に至った動機
　　・　従来の技術、製品の持つ問題点
　　・　技術又は製品の具体的用途
従来技術・製品との比較、優位性

○　開発に至った動機
○　従来の技術、製品の持つ問題点
○　技術又は製品の具体的用途
○　従来技術・製品との比較、優位性



(2) 申請時における進捗状況と問題点

	申請時までの当該研究開発に係る進捗状況と、それまでに生じた問題点及び今後予想される　問題点について簡潔に記入すること。
【進捗状況】
例　○○を導入し、○○専任の技術者が○○のメーカー技術者より、○○の技術・知識等を
　　 研修により習得した。
例　上記により、○○と○○と○○に関する地域と○○に関する○○加工の技術を習得した
【問題点】
　例　○○加工するための○○加工機を所有する県内企業と、○○加工できる県内企業が

　　極めて少ない
　　⇒解決方法：　事業協力者である㈱○○よりの紹介により、○○加工の出来る機械と

　　　　　　　　　　　 オペレータを有する企業の紹介を受ける
例　○○に関する地域が乏しく、助成金研究開発部門の担当役員・職員が、研究開発の進捗
　　 に影響が出る恐れがある。
　　　⇒解決方法：○○に関する専門家を呼び、助力を求める。




(3) 研究開発の具体的な内容(方法)

	当該研究開発の対象となる新技術、新製品等の技術的特色を中心に、どのような研究を実施するか、具体的な研究項目を挙げて内容を簡潔に記入すること。
（補充説明資料があれば添付すること。）

○　社内に助成金研究開発部門を設立し、担当役員を配置すると共に、製造部と検査部の専任技術者も配置し、研究開発体制の確立をする。

○　社内に不足する知識やノウハウ等を補完するため、連携協力者である○○メーカーや○○メーカー等の技術者との連絡を、定例会議を開催する事により、密とする。

　　　①　

　　　②

　　　③

　　　④


　　　⑤




　(4) 研究開発日程

	今後の研究開発のスケジュールを表形式で記入してください

研究開発項目

（なにをするのか）

期　間

（いつ）

概　　　　　　　　　　要

（どのようにやるのか）

連携機関

（だれと）

1 ○○条件の検証と最適条件の検証
2 管理項目の明確化
3 ○○条件連続生産時の管理項目等の適正化
4 金型製造
5 ○○修正によ

生産テス

ト
6 実験結果・生

産試験の検証
7 　最適化の検証
平成24年4月
平成24年6月

平成24年7月
平成24年10月

平成24年11月
平成24年12月

平成25年1月
· ○でのバラツキを制御するためのﾃﾞｰﾀ収集
実験によるﾃﾞｰﾀ結果を解析する

上記で得られたデータを実際の生産において当てはめ、更なる適正化を図る

金型製造

上記で製造した金型を使用した生産テスト⇒ﾃﾞｰﾀ結果解析⇒修正

⇒生産テスト　と繰り返す

上記生産テストで得られた結果を解析し、最適化を図る

上記で最適化された結果を生産テスト等で検証し、最終最適化を図る
㈱○○




(5) 目標とする研究成果　<目標(目的を達するために、今回の研究で何処までの目標を達すれ

ば良いのか)>
	当該研究開発によって、どのような研究効果を目標としているか、以下の項目を参考にできるだけ数値等を用いて記入すること。
　・　研究項目ごとに目標とする成果の具体的な数値等

　　・　成功した場合に期待される経済効果の具体的な金額（売り上げ予測を含む。）

· 実用化のあかつき、そのコスト見込み、需要予測
【研究項目毎の数値目標】

1 ○○：○○の検証と最適条件の検証

「最適条件」：○○㎜以内、

2 ○○：管理項目の明確化

管理項目：　Ⅰ　○○％以下　　Ⅲ　○○規格の○級相当

　　　　　　　　　　　　　 ：　Ⅱ　○○㎜以上　　Ⅳ　誤差○．○○○㎜以内
③　

④　

⑤　

⑥　

⑦　

【経済効果】

○○分野において、本製品は○○の代替品として価格及び品質において比較優位性を

価格：○○円程度（単価）と○○円安く、品質：○○規格の○級と従来品より○級ほど高い

これにより、○○分野における○○の市場規模は○○億円であり、本製品販売後○年で

○○％程度のシェア獲得が見込まれる。また、当社としては○○○○千円／年程度の売上
増加が見込まれる。


５　研究開発に要する経費

（１）総括収支予算表

　収　　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支　　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	科　　目
	金　　額
	摘　要
	
	科　　目
	金　　　額
	適要

	産業財団助成金
	
	
	
	原　材　料　費
	
	

	自己資金
	
	
	
	機械装置購入等経費
	
	

	借　入　金
	
	
	
	産業財産権等の導入経費
	
	

	そ　の　他
	
	
	
	外注加工費
	
	

	合　　　計
	
	
	
	技術コンサルタント料
	
	

	
	
	
	委託費
	
	

	
	
	
	そ　　の　　他
	
	

	
	
	
	合　　　　　　計
	
	


（２）科目別支出予算内訳

①　原材料費

	項　　目
	仕　様
	数　量
	単価（円）
	金　額（円）
	備　　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


②　機械装置購入等経費

	項　　目
	仕　様
	数　量
	単価（円）
	金　額（円）
	使　用　目　的

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


③　産業財産権等の導入経費
	項　　目
	仕　　様
	金　額（円）
	委託先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


· 静岡新産業集積クラスター研究開発助成事業のみ対象
④　外注加工費

	項　　目
	仕　　様
	金　額（円）
	外　注　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑤　技術コンサルタント料

	項　　目
	仕　　様
	金額（円）
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑥　委託費

	項　　目
	仕　　様
	金額（円）
	委　託　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


⑦　その他

	項　　目
	仕　　様
	金額（円）
	購　入　先
	内　　容

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


【注意すべき　費用科目】

　○　機械装置購入等経費
　　　　・　総支出額の1/3～1/4程度を限度として費用計上した方が良い
　　　　　　→　本費目支出額が高いと、研究開発ではなく、設備導入が目的ではと見られてしまう

場合がある。

・　研究開発にのみ使用する機械装置等を対象とする。
　　　　　　→　量産・生産に転用可能な設備、自社業務に使用可能な検査機器等は対象外

　　　　　　　　　となる。

　　　　・　研究機器の購入よりも、レンタルやリースの方が良い
　　　　　　→　研究開発にのみ使用する設備を必要な場合、購入できるが、必要な研究開発機器

　　　　　　　　 を助成対象期間のみ使用するレンタルやリースの方が、予算的に見栄えが良い

　　　　

 ○　外注加工費
　　　　・　総支出額の1/3～1/4程度を限度として費用計上した方が良い
　　　　　　→　本費目支出額が高いと、「今回の研究テーマの技術的な部分は外注先にあり、当社には研究開発に必要な技術を持っていないのでは？」と見られてしまう場合がある。
 ○　技術コンサルタント料
　　　　・　総支出額の1/3～1/4程度を限度として費用計上した方が良い
　　　　　　→　本費目支出額が高いと、「研究テーマの技術的な部分はコンサル依頼先にあり、当社には研究開発に必要な技術を持っていないのでは？」と見られてしまう場合がある。
　　　　　　　　また、市場調査や販路開拓等研究開発に直接的に関係性の薄い部分についても依頼
　　　　　　　　を希望する申請者もいますが、「研究開発に最低限必要な範囲」にて依頼を願います。
　　　　　　　　※　市場調査において、「競合他社や競合製品の調査・確認及び自社製品の評価」等
　　　　　　　　　　 をコンサルティングを受ける場合は、審査（プレゼンテーション）によっては認可され　

　　　　　　　　　　 る事もあります。
 ○　委託費
　　　 ・　総支出額の1/3～1/4程度を限度として費用計上した方が良い
　　　　　　→　本費目支出額が高いと、「研究テーマの技術的な部分は委託先にあり、当社には研究開発に必要な技術を持っていないのでは？」と見られてしまう場合がある。
　　　　・　研究開発に必要な範囲で費用計上すること
　　　　　　→　市場調査や販路開拓等研究開発に直接的に関係性の薄い部分についても依頼
　　　　　　　　を希望する申請者もいますが、「研究開発に最低限必要な範囲」にて依頼を願います。
　　　　　　　　また、最終的に販売する製品に求められる様々な規格試験等を試作品に行い、製品の
     　　　　完成度を測りたいという企業もあります。このような費用は研究開発の到達度を確認するために必要性は理解できますが、研究開発に直接必要な完成度まで到達していれば
　　　　　　　　対象費用となる事もありますが、１次試作等の試作品に対して行う場合は、対象外とさせていただいております。

　　　　　　　　※　最終試作（≒規格試験で合格すればそのまま製品となるモノ）について、上記試験

　　　　　　　　　　　を実施したい場合は、「４．研究開発の内容」の「（４）　研究開発日程」に最終試作

　　　　　　　　　　 製作までの日程を記載し、審査会に臨んで下さい。

６　その他

（１）　主任担当者
	氏　　名
	職務上の地位
	経　歴（詳しく記入）

	
	
	

	（tel）
	
	

	（2）　経理担当者

	氏　　名
	社　　内　　に　　お　　け　　る　地　　位

	
	

	（tel）
	

	（3）　研究実施場所

	実　施　場　所
	社　外　の　場　合　は　そ　の　理　由

	
	

	（tel）
	


（4）　特許・実用新案の状況（今回の申請テーマに関連するものに限る。）

	名　　称
	特許権の有無
	発　明　、　考　案　者　名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（5） その他の特記事項(ISO9000、ISO14000シリーズ認定取得状況等)

	


様式第３号　 (用紙  日本工業規格Ａ4縦型)

連携・協力体制概要書

（事業名：　　　　　　　　　　　）
　＊申請する事業名を、必ず記入して下さい。
	区　　分
	名　　称
	担当者職・氏名
	所　　在　　地

	産　業　界

（企業名・業種）


	㈱　Ａ
㈲　Ｂ

	○○部　課長　○○
△△部　係長　△△


	静岡市葵区○○町1-1
浜松市中区△△町2-2


	学　　　界

（大学、高専等名称）


	□□大学

	□□学部　教授　□
	三島市□□町


	公的機関
	Ｃ　技術研究所

	☆☆課　主幹　☆☆
	沼津市☆☆町


	〈フロー図〉　＊申請事業を図式化して、必ず記入して下さい。



＊事業名：産学官連携研究開発助成事業、中小企業研究開発助成事業、農林水産業研究助成事業、創業者研究開発助成事業、静岡新産業集積クラスター研究開発助成事業・販路開拓助成事業、異業種連携促進助成事業
・　提出日　を記載


和暦(平成)で記載





法人実印の押印


・　連絡担当者氏名は、所属部署名の記載


　　も忘れずに


・　TEL、FAX、e-mailは全て連絡担当者


　　への情報伝達手段なので、記載モレが


　　無いように











提出年度　を記載


※　今年は「24」となる





６月１日以降の日付








2月28日以前の日付











【概算払い　不要の場合】


概算払い不要の場合は、未記入で良い


【概算払い　必要な場合】


助成金交付申請額の2/3が請求限度


・　9月末時点での助成対象経費の2/3まで


　　　対象とする


　・　支払は11月～12月頃





何故概算払いが必要かを


その理由を記載。











今回の研究がどちらである　


かを「○」で選択





今回の研究テーマを記載





・　本ページで求められている事は、


　　○　研究開発目的


　　○（研究開発目的を達するための）方　　法


　　○（研究開発目的を達した際に）得られる成果


　　の３点であり、これらについて「分かりやすく」


　　するため、見出し等を付けて記載する事。


　　研究開発目的


　　・　現状どのような問題があり、それをどのように


　　　　解決し、問題解決することが貴社にとってどのようなメリットがあるのか


　　方　　　　法


　　・　研究開発目的で提示した解決方法を具体的に


　　　　どのような手段をもって解決するか


　　・　具体的な解決したと判断する目標設定（数値等）


　　　　を行い、その目標達成に必要なプロセスを記載


　　　　する


　　得られる成果


　　・　問題解決により得られた成果を、どのように


　　　　活かしていくのか（製品化、既存製品の改良


等々）を記載する





企業として何を最終目的(製品化→販売)とし、その目的達成のために、達成しなければならない目標が何か?を明確にし、今回の研究開発でどの目標を達成するのか?を明確にして下さい。





上記から選択して記入する





空欄で提出しないこと


特に「経営的技術的特徴」は、研究開発における貴社の強みと関連します





○　本項目で求められている記載事項


　　について、「必ず全てに具体的且つ簡潔に説明」を記載する


　　※　研究開発テーマの絞込みが甘いテーマは、


申請者が分かる部分しか記載していない


ことが多い。また、実現可能性が低いテ


ーマも申請者が分かる部分しか記載して


いないことが多い


〇　開発に至った動機


　　研究開発テーマの端緒・背景及び申請企業者の独


自性、技術的強みを関連付けて記入する


〇　従来の技術、製品の持つ問題点


　　業界でのボトルネックとなっている課題等を記入


し、その問題点を明らかにする


〇　技術又は製品の具体的用途


　　対象市場、ユーザー、バイヤー等の固有名詞をイ


メージ出来ると良い


〇　従来技術・製品との比較、優位性


　　数値や具体例を使用し、前述の「従来の技術、製品


の持つ問題点」との比較・対照化して、今回の研究成果の持つメリットを明示する





〇　今回は「事業推進体制の問題」に絞って例示をいくつか挙げたが、研究開発の技術面に関する


　　問題を含め、「全般的」に記載するように注意する


「(1)	研究開発の目的」や「(2)	研究開発の具体的な内容(方法)」等と連動し、


　記載する


〇　本項目の書き方は例示にとらわれる必要はなく、各申請者が適切且つ良いと判断する書き方


　　で良い。





○　具体的に研究開発でどのような試験や実験等々を実施して、そこから得られたデータや試作品等をどのように利用して製品化を目指していくのかを


　　記載する。今回の例示は「人的体制のみ」記載したが、下記例等を参照し、


　　技術面も含めた全般的な記載に留意する


〇　実施事項は「(4) 研究開発日程」スケジュールに連動するよう注意する





例　下記１、２を順を追って記載する。


１．開発・設計


　　設計仕様の策定、構想設計、基本設計、部分設計、機能モデルの製作、詳細設計、


設計仕様検証


２．試作・評価


　　技術試作、設計検証、設計修正・設計変更、商品化試作、機能・性能・品質評価試験


　　設計修正・試作品修正、機能・性能評価








〇　「目的　と　目標」がごちゃ混ぜにならないよう注意し


て記載する


　「複数の目標達成→目的の達成」の図式





○　明確に研究成果を、記載する


・　ステップ毎に数値目標を設定


　　・　数値目標達成により得られる効果の記載

















○○加工の請負　　　　　　　　　　　　　　　○○試験と


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最適化条件の明確化











　　　　　　　　　　　　　相互技術情報提供














Ｃ技術研究所





Ｂ社





Ａ社








